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杵築市　橋梁長寿命化修繕計画

　

３． 健全度の把握および日常的な維持管理に関する基本的な方針

１． 長寿命化修繕計画の背景および目的

２． 長寿命化修繕計画の対象橋梁

１）背景

○本市では高度経済成長期以降に集中して建設された橋梁の老朽化進行により、今後、大規模な修繕

や架替えを必要とする橋梁が急増することが予想されます。

○本市の長寿命化修繕計画対象橋梁440橋のうち、供用後50年以上を経過した橋梁は現在221橋(約

50％)ですが、20年後には381橋(約87％)となり急激に高齢化が進展します。

○このような状況の中、従来の事後保全的な維持管理を行った場合、厳しい財政制約により必要な修繕

や架替えが実施困難となり、道路利用者に対する安全性が確保できなくなることが懸念されます。

２）目的

○これまでの事後保全型維持管理から予防保全型維持管理への転換を図り、橋梁の長寿命化修繕計画

に基づいた計画的なコスト縮減をめざすことを目的とします。

１）健全度把握の基本的な方針

健全度の把握については、大分県橋梁定期点検要領（案）の判定基準に基づく定期点検（以下、「定期

点検」という。）の結果を基礎資料とし、今後についても定期的に点検を実施し、橋梁の損傷を早期に

把握します。

２）日常的な維持管理に関する基本方針

橋梁を良好な状態に保つため、橋梁点検・清掃などの実施を徹底します。

○日常点検

・路上巡回等により交通安全性を著しく損なう恐れがある損傷を確認します。

・構造的損傷（支承の損壊や床版の抜け落ちなど）の恐れがある路面変状が確認された場合、直ちに

詳細な点検を実施します。

○橋梁維持修繕の徹底

・路面清掃 ・排水管、排水ますの土砂撤去 ・沓座の堆積土砂、雑草、雑木の撤去 など

50% 87%

：架設後50年以上の橋梁

：架設後50年未満の橋梁

【2026年度】 【2045年度】

20年後

※橋梁形式のその他は、

ボックスカルバートや

複合的な構造の橋梁

○対象橋梁440橋に対して修繕計画を策定しました。橋長別では、15m未満の橋梁が約8割を占めており、

比較的規模の小さい橋梁が多くなっています。橋梁形式別では、コンクリート製の橋梁（RC・PC）が約8割

を占めています。

表１ 管理橋梁数（令和６年度末時点）

橋梁形式 15m未満 15m以上 全橋 割合

RC橋 214 13 227 52%

PC橋 39 76 115 26%

鋼橋 11 26 37 8%

石橋 12 0 12 3%

その他 47 2 49 11%

合計 323 117 440
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杵築市　橋梁長寿命化修繕計画

長寿命化修繕計画による効果

対象橋梁の長寿命化および修繕・架替えに係わる費用の縮減に関する基本的な方針４．

５．

１）老朽化対策における基本方針

健全性が著しく低下する前の適切な時期に適切な対策を実施する予防保全型の維持管理へ移行し、橋

梁の長寿命化及び修繕・架替えに係るコストの縮減を図ります。

また、早期に対策を施すべき橋梁の修繕を優先しながら、長寿命化が期待できる修繕（表面被覆、橋面

防水の設置、伸縮装置の非排水化等）を予算の範囲内で前倒しして行います。

２）新技術等の活用方針

効率的な維持管理を行うため、定期点検や修繕等の実施に当たっては、新技術等（点検支援技術性能

カタログ掲載技術、ＮＥＴＩＳ登録技術等）の活用を検討し、事業の効率化や高度化、コストの縮減を図り

ます。

３）費用の縮減に関する基本方針

効率的な修繕を検討するとともに、損傷が著しく、架替えを実施する方が修繕よりも将来的な維持管理

費を含めてコスト縮減につながる橋梁については、架替えを実施します。

また、供用開始時に比べ利用状況が著しく減少している橋梁もあることから、現在の利用状況を把握し、

地域住民の意見を踏まえながら橋梁の集約や廃止を検討し、効率的な維持管理を行うことでコストの縮

減を図ります。

時間の経過

コ
ス

ト

予防保全

事後保全

健
全

度

時間の経過

予防保全

事後保全

予防保全：劣化損傷が顕在化する前に対策を実施

事後保全：根本的な対策は実施せず架替えにて対応

図１ 予防保全と事後保全の管理手法 図２ 供用後100年間の将来累積事業費予測

○損傷が深刻化してから大規模な修繕を実施する従来の事後保全型の維持管理から、定期的な点検を実

施することによって損傷状況を把握・予測します。そのうえで適切な時期に早期予防保全型の計画に沿っ

た維持管理を行うことにより橋梁の長寿命化を図り、コストを縮減します。

○定期点検により現状を把握しながら適切な修繕工事を実施することで、橋梁の安全性が確保され、市民

生活の安全性が確保できます。

○定期点検結果を使用して、本市における管理橋梁劣化の状況の把握と対策優先順位を決定し、対策後

の結果も反映できる管理システムを構築し、常に的確な保全が行える状態を維持します。

○管理橋梁の状態や修繕・架替えに係る費用を予測しつつ、現行予算執行体系に合った修繕計画を策定

することで、計画的な修繕・架替えが可能となります。
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○損傷状況（令和７年度末時点）を下図に示します。

６． 杵築市の橋梁の現状

図３ 損傷状況

※損傷ランクは、主部材（主桁、床版、横桁・床組み、橋台、橋脚、支承）のうち最も評価の

悪い損傷で抽出しています。

表２ 健全性の区分

※大分県橋梁定期点検要領（案）（令和元年１１月）

Ⅰ 健全

Ⅱ 予防保全段階

Ⅲ 早期措置段階

Ⅳ 緊急措置段階

区分

 構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の
 観点から措置を講ずることが望ましい状態。

 構造物の機能に支障が生じていない状態。

 構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に
 措置を講ずべき状態。

 構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性
 が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

状態

区分 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 合計

橋梁数 50橋 342橋 48橋 0橋 440橋

Ⅰ

50橋

10%

Ⅱ

342橋
77%

Ⅲ

48橋

11%

Ⅳ

0橋
0%

損傷ランク内訳

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
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表３ 損傷の判定基準

B0：鉄筋露出

S2：鋼材部の劣化・腐食

C2：剥離・鉄筋露出

S1：比較的大きなひび割れ・剥離E1：広範囲に剥離、鉄筋腐食

M：土砂堆積

図４ 主な損傷の事例

※大分県橋梁定期点検要領（案）（令和元年１１月）

健全性
区分

対策
区分

Ａ

Ｂ０

Ｂ１

Ｍ

Ｃ１

Ⅲ Ｃ２

Ｅ１

Ｅ２

詳細調査

（Ⅲ）
Ｓ１

追跡調査

（Ⅱ）
Ｓ２

 詳細調査を行い補修の要否を検討する必要がある

 早期に補修を行う必要は無いが、進行の可能性がある変状が認められ、追跡
 調査により監視することが望ましい

 次回点検まで対策を行わなくても安全性を損なう危険性が低いが、予防保全
 の観点では、状況に応じて補修を行うことが望ましい

 維持工事で対応することが望ましい

 予防保全の観点から、次回点検までに対策を行うことが望ましい

 橋梁構造の安全性の観点から、次回点検までに対策を行うことが望ましい

 橋梁構造の安全性の観点から、緊急対応の必要がある

判定の内容

 変状が認められないか、変状が軽微で補修を行う必要がない

 次回点検まで対策を行わなくても安全性を損なう危険性が低く、状況に応じて
 補修を行う程度の変状

Ⅰ

 第三者被害防止等の観点から、緊急対応の必要がある

Ⅳ

Ⅱ
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７． 対策優先順位の考え方

８． 今後の取組み

○早期に措置を講ずべき必要がある健全度「Ⅲ」以上と判断した橋梁については、損傷箇所数や損傷

程度を考慮し、対策優先順位を基に対策を講じます。

※対策優先順位の決定には、以下の3つの指標を使用しています。

①損傷

主桁、床版など15部材について、損傷の判定を行い、評価を行います。

②機能

橋梁の損傷度の評価のみでなく、橋面の排水性や高欄の高さ、歩行者の歩行性、夜間安全性など、

重要部材への損傷誘発性や市民・利用者の視点から、道路管理者が配慮すべき指標として設定を

行います。

③重要度

橋梁の周辺状況に応じた対象橋梁の重要性を判断します。

・対象橋梁の路下条件

・対象橋梁の利用状況（車道・人道、車線数等）

・対象橋梁の規模（橋長）

・対象橋梁路線の重要度（市道の種類）

・ライフライン、迂回路の有無 など

○新技術等の活用

１）定期点検

管理橋梁のうち100橋程度で、ドローンやAI橋梁診断支援システムなどの新技術等の活用を検討し、

令和5年度から令和9年度までに従来技術を活用した場合と比較して約8百万円のコスト縮減を目指

します。

２）修繕

設計段階から新技術等と従来技術との比較検討を行い、定期点検結果、健全度 「Ⅲ」以上 の橋梁を

対象として、令和5年度から令和9年度までに約1割程度の橋梁に新技術等の活用を検討し、約5百万

円のコスト縮減を目指します。

○費用の縮減

１）集約化・撤去の検討

迂回路の存在、交通量（橋梁の利用状況等の変化）、利便性、損傷状況や劣化の進行性を考慮し、

集約化・撤去および廃止が可能な橋梁については、令和9年度までに2橋程度の集約化・撤去、廃止

を検討し、約1百万円のコスト縮減を目指します。

２）定期点検における直営点検の実施

令和5年度までに、管理する橋梁のうち、橋長が短く構造が単純な17橋については、直営点検を実施

し、点検費用約7百万円のコスト縮減を目指します。

○記録

点検および診断の結果や、措置の内容を点検調書やデータベースとして蓄積することは、橋梁の維持

管理を行ううえでの重要な資産となります。適切に記録・保管し、今後の維持管理に役立てます。

○長寿命化修繕計画の見直し

定期点検結果と対策の実施状況を踏まえ、必要に応じて、長寿命化修繕計画の見直しを行います。
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○別途個別構造物一覧表に記載します。

１２． 計画策定担当部署

１１． フォローアップ

対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期および修繕内容・時期又は架替え時期

長寿命化の実現

９．

１０．

計画策定担当部署

杵築市 建設課 ＴＥＬ ０９７８-６２-１８１１

○橋梁長寿命化修繕計画策定により、以下の効果が期待できます。

橋梁を延命化し、維持管理コストを縮減するだけでなく、良好な状態に保つことで、第三者被害のリスク

を低減し、利用者の安心・安全を確保することが可能となります。

○橋梁の劣化要因は、施工の時期や精度、材料、周辺環境等によるため、今後も橋梁に関する点検結果

等のデータを蓄積し、様々な視点で分析を行うことで、より適切な時期に適切な方法による効率的な維

持管理を目指します。

○新しい技術が確立された場合には、マネジメントに取り込み反映させます。例えば、点検・調査に関する

技術開発により、効率的な点検手法が確立された場合や、修繕・補強技術の開発により耐久性が向上し

た場合、これらの手法を有効活用し、より効率的な予算計画の立案、予算の最適化、担い手不足の解消、

維持管理コストの縮減に寄与することが考えられます。

○以下のような『計画⇒実行⇒評価⇒改善』のPDCAサイクルを実施することにより、さらに最適な維持管

理計画を目指します。

Plan

DoCheck

Action
計画

実行評価

改善

図５ PDCA サイクル

1

2

道路交通の機能維持と安全性・信頼性の確保

施設の長寿命化と修繕・架替え費用の縮減
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　　○５年に１回の定期点検サイクルを踏まえ、点検間隔が明らかとなるよう計画期間は令和１６年までとします。

１． 橋梁点検計画・修繕計画（橋長１５ｍ以上）

　※今後、予算の都合、関係者との協議等により計画が変更となる場合もあります。

 ※今後、予算の都合、関係者との協議等により計画が変更となる場合もあります。

２． 橋梁点検計画・修繕計画（橋長１５ｍ未満）
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